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                                             植松浩規 

                           ４月よりお世話になる事になりました。  
                             大学では、経済の勉強をしていましたが、  
                             就職活動や社会活動を通して、福祉の仕事  
                             に携わっていこうと思いました。  
                             福祉については、右も左もわからない初心  
                             者でありますが、先輩職員方のアドバイス  
                             指導をしっかりと聞き、自分のものにでき  
                             るよう頑張っていきます。  

         荒川知子 

この度、老人ホームより転勤してきました。  
授産施設は、はじめてなので迷惑をかけないようがんばりたいと思います。  
よろしくお願いします。  

 
 

                         新 年 度    

全 ス タ ッ フ 
 
        施設長    婦木俊明    指導課長   藤川   勝     主任    中塚直樹  
 
        指導員    新開隆義       小中伸一      松本年彦      植松浩規  
 
                安田寿和       安原千景      近藤富美子    木畑智子  
 
                荒川知子  
 
        看護師    須藤志津子   栄養士    的場真菜美   事務員   高橋ゆかり  
 
        非常勤職員    中嶋洋子      中村智美      渡部   淑  
 
            宿直員    田中   勇     渋谷登志子  
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（１３年度親子旅行にて） 
 

    １４年度が始まった。 

    この１年も充実し、輝くよう歩んでいこう。 

 

４ 
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平成１４年度運営方針 
                                                    苑 長    婦木俊明 
    国においては、１３年８月２３日の「支援費制度の事務大要」と「支援費基準及び利用 

  負担の基本的な考え方と設定に当たっての主な論点」について、１４年１月１０日には、 

  「市町村等の事務」「障害程度区分の内容」「指定基準」等について提示があり、１５年 

  の支援費制度移行に向けて慌しく変革されているところである。 
    すでに、施設側としても支援費移行に伴い、その準備に追われているところであるが、 
  中味がまだ明確でないために不安を隠せないのが現状である。 
    しかし、改革は着々と進められるため、職員自らの意識を改め、この波に乗り遅れない 
  ように福祉サービスの一層の充実を図っていくよう努めなければならない。 
    そのような中で、特に施設の整備においては、２７年経過する中で建物の老朽化が目立 
  ち、改修に苦慮しているところであるが、法人の中長期総合整備計画に沿って実施したい。 
    授産事業活動においては、益々悪化する景気の動向等で社会的に不安定な状況であり、 
  自主製品及び下請け作業においてその影響が昨年度から見られ、本年度においてもより厳 
しい見通しであるが、給与のカットだけは避けるよう努力していかなければならない。 
  そのためには椎茸の品質の向上を図りながら、生産量を確保し、またクワガタにおいて 

  はインターネット販売に取り組む等収益の増大とともに経費の節減に努めたい。 
    尚、リサイクル事業においては、福知山市環境対策室が建設工事に取りかかっているリ 
  サイクルプラザが、平成１５年４月に稼動する予定で進められているため、「障害者の働 
  く場」としての確保を強く要望し、当局と交渉していきたい。 
    以上の観点から、次の５項目を柱として運営の展開を図っていきたい。 
 
１． 福祉利用者主体のサービス提供 
 
２． 施設の整備及び環境整備 

 
３． 職員の資質向上と人材育成 

 
４． 財政基盤の確立とコスト管理 

 
５． 中核的役割と広報活動 
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  利用者へのサービス 
    １．生活支援・・・ひとり一人のニーズに根ざしたサービスを提供し、自己決定できる 
       よう支援の拡充を図る。 
       ア）環境整備    イ）身辺処理    ウ）自治会への支援    エ）外出 
       オ）余暇・クラブ活動    カ）金銭感覚    キ）グループホームへの援助 
       上記観点に則り、きめ細かい支援を展開していきます。 
 
    ２．作業支援・・・利用者個々の個性に基いた援助で、労働意欲を高めながら収益の確 
       保を図る。 
       ア）第１作業部・・キッチン用品の組立。  収益目標    １７０万円 
       イ）第２作業部・・文具組立、おしめカバーたたみ。  収益目標    １３３万円 
       ウ）第３作業部・・しいたけ栽培。     収益目標    ８１４万円 
       エ）第４作業部・・空缶リサイクル。   収益目標    １０３万円 
       オ）第５作業部・・昆虫養殖。         収益目標    １００万円 
       カ）企業実習支援 
 
    ３．給食・・利用者に喜ばれる食事提供、衛生管理を徹底させたサービスを心掛ける。 
ア）適温給食     
イ）利用者への対応 
    ①オーダーメニュー  ②複数献立  ③パンバイキング  ④行事バイキング 
ウ）委託業者との協力 
エ）アセスメント票の作成 

 
    ４．健康管理・・年間を通じて、各種検診を実施する。また、日々の健康チェックに 
       より病気の予防に努める。 
  

  年 間 行 事 予 定 
    ６月  ９日          福知山市障害者スポーツ大会（惇明小学校グラウンド） 
    ６月１６日          福施連協球技大会（長田野グラウンド） 
    ８月１１日～２５日  夏期個別指導 
  １０月  ６日          信愛スポーツレクリェーション 
  １０月２２日～２３日  一泊旅行（ＵＳＪを予定） 
  １０月２９日～３０日  一泊旅行（ＵＳＪを予定） 
  １１月１０日          しんあいまつり 
  １１月１７日          福知山市福祉まつり（厚生会館） 
  １２月  ８日          福施連協愛いろいろ展 
  １２月１４日          忘年会 
  １２月２１日          クリスマス会 
  １２月２２日～１月  ５日  冬期個別指導 
    上記日程については、あくまで予定ですので変更になる場合もあります。 
地域社会に於ける福祉サービス提供の
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